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浜名湖花博2024
前売⼊場券好評販売中

2004年に544万⼈を動員した「浜名湖花博」から20周年を記
念して、2024年春に「浜名湖ガーデンパーク」と「はまま
つフラワーパーク」の２つの会場で、「浜名湖花博2024」
を開催します。「⼈・⾃然・テクノロジーの架け橋〜レイク
ハマナ�デジタル⽥園都市〜」をテーマに、デジタルと花緑に
囲まれた憧れの暮らしを提案します。
会場では、「緑の魔術師」⽯原和幸⽒や吉⾕桂⼦⽒ら多数の
ガーデンデザイナー監修の庭園に加え、先端技術を駆使した
デジタルアトラクション、静岡県⾷材のグルメなど魅⼒が満
載です。
現在「前売⼊場券」を販売しています。スマートフォンのほ
か、コンビニや静岡県内の取扱店舗でも御購⼊いただけま
す。皆様のお越しを⼼よりお待ちしております。

vol.01

〈ふじのくに⼤使館〉静岡県東京事務所
は、⾸都圏の皆様に静岡県の魅⼒をこれま
で以上にお伝えするため、静岡ふるさと通
信をリニューアルします。
企画、取材、制作の全てを東京事務所の職
員が⾏なっていきます。職員だから知って
いる、皆様のお役に⽴つ情報を発信してい
きますので、御期待ください。
令和6年4⽉以降は、郵送でのお届けを⽌
め、電⼦メール等での配信に変更します。
配信⽅法の変更については次回以降に御案
内いたします。

2023年12⽉号

⼩学⽣が修学旅⾏で地元をPR

ふじのくに⼤使館（静岡県東京事務所）

ふじのくに⼤使館公使（所⻑）�芹澤 真⼀

修学旅⾏で都内を訪れた静岡市⽴蒲原東⼩学校の６年⽣40⼈
が11⽉1⽇、都道府県会館の６県（⼭形、新潟、富⼭、⼭梨、
⻑野、兵庫）の事務所で、桜エビ、鰯の削り節といった特産
品や宿場町の歴史など、蒲原のＰＲを⾏いました。
ＰＲを終えた児童達は「地元の魅⼒をたくさん伝えることが
できた。蒲原に来て欲しい。私も兵庫県の話を聞いて⾏って
みたくなった。」「緊張したけど、笑顔で発表できた。⻑野
県の観光地ＰＲシールと名産の飴をもらって嬉しかった。」
と感想を述べ、地元の魅⼒を紹介できたという達成感を感じ
ていました。
同⾏した先⽣は「堂々とＰＲできていた。蒲原をＰＲするだ
けでなく、東京事務所職員との対話を通して他県の特産品に
ついても学ぶことができた。魅⼒を伝えた時の相⼿の反応か
らも、⼦ども達は蒲原の良さを感じられたと思う」と話して
いました。

東京事務所職員に地元の魅⼒をPRする児童

チケット
購⼊は
こちら

HPは
こちら

浜名湖花博2024の詳細は、HPを御覧ください。

静岡ふるさと通信



伊豆
の旬

やん
も　
丸の

内店

伊⾖の旬 �やんも �丸の内店
住所：東京都千代⽥区丸の内3-３-１
新東京ビルB1F
最寄駅：JR⼭⼿線、地下鉄有楽町線「有
楽町駅」、地下鉄⽇⽐⾕線「⽇⽐⾕駅」
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ふじのくに⼤使館（静岡県東京事務所）

「 ま ん ぷ く 静 岡 i n 東 京 」 と は
「まんぷく静岡in東京」は、⾸都圏での静岡応援団を増
やすため、静岡県東京事務所職員が⾃ら取材して集めた
⾸都圏にある静岡ゆかりのお店や⾸都圏で⾏われる静岡
関連イベント、観光情報等を随時発信しているSNSと
Webサイトです。

今⽉の｢まんぷく静岡in東京」

詳細はまんぷくWEB
↓

落語と島⽥のお酒＆⾷材を楽しむ会



第30回伊東温泉めちゃくちゃ市

ふくろい夜宵（よるよい）プロジェクト

牧之原の新名産！波乗りレモン

毘沙⾨天祭が2⽉に開催

伊⾖地域

東部地域

中部地域

⻄部地域

場所 松川藤の広場（伊東市渚町１）

1⽉28⽇（⽇） 詳細は
こちら

詳細は
こちら

ふじのくに⼤使館（静岡県東京事務所）

伊東市や伊⾖半島の各市町、姉妹都市である諏訪市（⻑野県）と友好都市であ
る広野町（福島県）の海産物・農産物・お菓⼦・Ｂ級グルメなどの名産品をお
得な価格で購⼊できる物産展を開催します。
ステージイベントとして、⽬⽟商品の「⼤⿂のひもの」を中⼼に各市町の名産
品、宿泊券等が出品される「めちゃくちゃ⼤オークション」などの参加型アト
ラクションも実施予定です。

地域情報 地域のおすすめ情報をお届けします。

東京事務所職員のとっておき情報

⽇時 令和6年1⽉27⽇（⼟）9時~16時

9時~15時

お問い合わせ 伊東市観光課 ☎�0557 -36 -0111

⾹久⼭妙法寺（富⼠市）では、本殿で祀られている毘沙⾨天王が旧歴
の1⽉7⽇から9⽇まで⼈々のもとへ下り、願い事を聞いてくれるとい
われ、江⼾時代から「毘沙⾨天⼤祭」が開催されています。⼤祭は全
国からダルマ屋が集まる⽇本最⼤の「ダルマ市」としても有名です。
だるま屋も含め、⼤祭に出店する露店は例年1kmを越え、その賑わい
は「東海⼀の⾼市（たかまち∕縁⽇のこと）」ともいわれています。
⽇本⼀の規模ともいわれる、活気あふれるだるま市で、家族の1年間
の幸福をだるまにお祈りしませんか。
令和6年は、2⽉16⽇（⾦）〜18⽇（⽇）に開催予定です。

かつてお茶の⽣産量が⽇本⼀だった牧之原ですが、最近は耕作放棄された⼟地も
増えています。お茶の需要低下と価格下落に対処するため、牧之原の気候と⼟壌
がレモン栽培に適していることもあり、お茶からレモンへの転作を進めていま
す。お茶に次ぐ新たな名産品としてその名も�波乗りレモン�プロジェクトが始ま
りました。
次世代につなぐ持続可能な農業を地域おこし協⼒隊と農家が協⼒してご当地ブラ
ンドとして�波乗りレモン�を広めていきます。
12⽉末⽇まで下記サイトにてクラウドファウンディング実施中。

オークションの様⼦

ダルマ市の様⼦

袋井の冬の夜を楽しんでいただくため、今年も「ふくろい夜宵（よるよい）プロジェクト」を開催します。法多⼭、
可睡齋のライトアップをはじめ、袋井駅北⼝には、市内中学・⾼校の学⽣がデザインした⾏灯や市内祭典各⾞の⼸張
提灯を、南⼝（⽥端東遊⽔池公園）には、近隣の幼稚園・こども園やワークショップなどで作成されたカラフルな⾏
灯を設置し、袋井の夜を彩ります。袋井駅周辺のライトアップは1⽉31⽇まで。
※法多⼭、可睡齋のライトアップは12⽉3⽇で終了しています。

お問い合わせ 袋井市観光協会 ☎�0558 -43 -1006

詳細は
こちら



tokyo@pref.shizuoka.lg.jp

03-5212-9035

インターネット版
県⺠だよりはこちら

貸借対照表の資産から負債を差し引いた純資産は1,536億円。
道路整備等による資産の増加が負債(将来世代の負担)の増加を上回ったことにより、純資産(これまでの世代が形
成してきた資産)が増加しました。
税⾦等の収益で負担する純⾏政コストは10,875億円。
⾏政サービス提供のための費⽤が減少し、税収や国庫等で賄うべき費⽤(純⾏政コスト)が減少しました。

詳細は
こちら

ふじのくに⼤使館（静岡県東京事務所）

数字で⾒る静岡県 〜令和4年度 静岡県の財務諸表〜

注⽬の県政情報をお届けします。お知らせ

(単位:億円)

県⺠だより12⽉号のオススメ記事
県⺠だよりは毎⽉1回発⾏。
静岡県のホームページからインターネット版県⺠だよりを御覧いただけます。

○ふるさと通信に関するお問い合わせ
ふじのくに⼤使館（静岡県東京事務所）

WEB・SNSで最新情報を発信中

〒102-0093�東京都千代⽥平河町2-6-3都道府県会館13階

WEB Facebook instagram X
「まんぷく静岡in東京」の公式SNSのフォローを
お願いします。


